
人口推移と将来予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2050 年までに無居住化する地点と人口割合 

 
2050 年までに、現在、人が居住している地域のうち約 2割の地域が無居住化する。 

日本におけるこれまでの人口推移と将来予測 

 
日本の総人口は、2004 年をピークに、今後 100年間で 100年前（明治時代後半）の水準に戻っていく。 

 
注 1：「過疎化が進む地域」は、現時点の人口密度が、過疎地

域の平均的な人口密度（約 51 人/km2）を下回っている国勢調

査上の小地域（町丁・字等の地域）。約 3 万地域、国土面積の

約 6 割。なお、「過疎地域の平均的な人口密度」は、過疎地域

自立促進特別措置法上の「過疎地域」（平成 22年 4月 1日時点

で 776市町村）における人口の合計と面積の合計から算出 

出典：総務省「国勢調査報告」、国土交通省国土計画局推計値

（小地域別将来人口）国土交通省国土計画局「国土の長期展望

に向けた検討の方向性について」 

 

過疎化が進む地域では、2050 年までに人口が 61%減少する（全国平均は約 25.5%）。 

過疎化が進む地域の人口推移 

 

 

出典：国土交通省資料、鬼頭 1983、農業土木歴史研究会 1996、鬼頭 2002、総務省「国勢調査報告」、同「人口推計年報」、国

立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 18年 12 月推計）」より作成 

出典：国土交通省国土計画局推計値（メッシュ別将来人口）、国土交通省国土計画局「国土の長期展望に向けた検討の方向性について」 

 

（注 1） 

資料１－９参考 
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2100年(低位推計) 

3,770万人 

2100年(高位推計) 

6,407万人 

2004年 12月にピーク 

12,784万人 

高齢化率 19.6% 

2030年 

11,522万人 

高齢化率 31.8% 

2050年 

9,515万人 

高齢化率 39.6% 

2100年(中位推計) 

4,771万人 

高齢化率 40.6% 

 

（1150年頃） 
約 700万人 

（1600年頃） 
約 1200万人 

（1720-50年頃） 
約 3100万人 

（1870年頃） 
約 3600万人 
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7199万人 
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現在、人が居住している地点

のうち約20%が無居住化


